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議会だより議会だより

4月23日（日）は鶴居村議会議員4月23日（日）は鶴居村議会議員
選挙の投票日です。選挙の投票日です。

明けましておめでとうございます。明けましておめでとうございます。
今年もよろしくお願い致します。今年もよろしくお願い致します。

2023 年元旦　初日の出2023 年元旦　初日の出



松井広道議長

令和４年度各会計補正予算
会計別 補正額 総　額 議決の内容

一 般 会 計 1億0280万7千円　　 48億5500万3千円 全員賛成により可決
水 道 特 別 会 計 ー 5679万7千円 全員賛成により可決
農業集落排水事業特別会計 340万8千円 5520万8千円 全員賛成により可決
国民健康保険特別会計 15万7千円 3億6308万4千円 全員賛成により可決
診 療 所 特 別 会 計 39万1千円 3110万7千円 全員賛成により可決

　　　　下水道事業 安定化のため
　　下水道料金を２年かけ て段階的に引き上げ

　第４回定例会は12月14日に開会し、15日に閉会しました。
　村長からの提出議案は 9 件で、内訳は条例案件 3 件、補
正予算 5 件、指定１件です。議員発議案は意見書４件で、
すべての議案が原案通り可決されました。
　一般質問では、５議員が６項目の質問で村政を問いました。

▽
下
水
道
審
議
会
で
協
議

　
　
　

そ
の
答
申
と
村
の
考
え
方

　
　
　
　

大
津
泰
則
議
員

　
　
　
　

各
公
共
施
設
の
電
気
料

金
が
大
幅
に
増
額
補
正
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
要
因
は
。

　

公
共
施
設
の
多
く
は
、
電
気
料

金
が
安
い
新
電
力
と
契
約
し
て
い

た
が
、
全
国
的
に
新
電
力
が
撤
退

し
て
い
る
な
か
、
村
が
契
約
し
て

い
る
新
電
力
も
８
月
に
撤
退
し
た

た
め
、
想
定
以
上
に
大
幅
な
増
額

と
な
っ
た
。
使
用
量
は
節
電
に
努

め
る
こ
と
で
減
少
し
て
い
る
。

定例会のあらまし

1212
月
定
例
会

月
定
例
会
12
月
14
～
15
日

1212
月
定
例
会

月
定
例
会
12
月
14
～
15
日
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12月議会
で ど ん な
ことを？

▽
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
出
資
金

　
　
　
　

吉
田
保
博
議
員

　
　
　
　

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

の
運
営
会
社
へ
村
が
出
資
金
を
支

出
す
る
が
、
今
後
の
計
画
は
。

　

現
在
、
売
電
の
目
処
が
立
っ
て

き
て
お
り
、
今
後
、
地
元
農
家
と

連
携
し
、
こ
の
事
業
を
成
果
あ
る

も
の
に
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
地
域
、
農

家
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
取
り
組
み

を
進
め
た
い
。

▽
指
定
管
理
者

　
　
　

の
指
定

　

こ
の
制
度
は
、
国
の
「
国
産

粗
飼
料
利
用
拡
大
緊
急
酪
農
対

策
」
に
、
村
と
釧
路
丹
頂
農
協
が

独
自
に
上
乗
せ
支
援
す
る
も
の

で
、
経
産
牛
一
頭
当
た
り
、
国

７
２
０
０
円
、農
協
１
４
０
０
円
、

村
１
４
０
０
円
を
助
成
す
る
。

　

こ
の
補
正
予
算
が
議
決
決
定
さ

れ
た
の
ち
、速
や
か
に
交
付
す
る
。

２
０
０
万
円

産
業
振
興
課
長

　

下
水
道
事
業

（
農
業
集
落
排
水

事
業
）
の
経
営
改
善
を
目
的
と
す

る
、
使
用
料
金
の
改
定
を
提
案
す

る
条
例
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

答
申
と
村
の
考
え
方

　

下
水
道
事
業
は
地
域
住
民
に

と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ

り
、
安
定
的
な
経
営
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

こ
の
下
水
道
事
業
の
う
ち
、
汚

水
処
理
に
か
か
る
経
費
は
受
益
者

負
担
の
観
点
か
ら
使
用
料
金
と
し

て
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
汚
水
処
理
経
費
や
老
朽
化
が

進
む
設
備
、
下
水
道
管
の
維
持
管

理
費
な
ど
が
増
加
す
る
な
か
、
現

行
の
使
用
料
で
は
賄

ま
か
な

い
き
れ
ず
、

そ
の
不
足
額
を
毎
年
度
一
般
会
計

か
ら
繰
入
金
と
し
て
支
出
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
村
は
上
下
水
道
審
議

会
に
適
正
な
使
用
料
金
に
つ
い
て

諮し

問も
ん

し
、
審
議
を
重
ね
、
そ
の
答

申
が
８
月
に
出
ま
し
た
。
そ
の
答

申
で
は
、
今
後
老
朽
化
す
る
施
設

村
長

施 設 名：地域特産品等販売促進施設
　　　　　　「鶴居たんちょうプラザ」
指定管理者：株式会社　鶴居村振興公社
指 定 期 間：令和 5年 4月 1日から 3年間

　

地
域
特
産
品
等
販
売
促
進
施
設

「
鶴
居
た
ん
ち
ょ
う
プ
ラ
ザ
」、
通

称
「
つ
る
ぼ
ー
の
家
」
の
指
定
管

理
者
を
指
定
し
ま
し
た
。

整
備
な
ど
の
計
画
的
な
更
新
を
進

め
な
が
ら
、
よ
り
安
定
的
な
経
営

を
図
る
に
は
使
用
料
金
の
引
き
上

げ
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
、

料
金
区
分
を
こ
れ
ま
で
世
帯
一
律

で
あ
っ
た
も
の
を
単
身
世
帯
基
本

使
用
料
、
単
身
世
帯
以
外
基
本
使

用
料
、
業
務
用
基
本
使
用
料
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
引
き
上
げ
る
案

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
適
用
は
今
後
の
経
済
動
向
な
ど

を
見
据
え
た
う
え
で
施
行
す
る
こ

と
が
適
当
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
答
申
を
受
け
、
下
水
道
事

業
の
持
続
的
な
運
営
と
住
民
負
担

に
つ
い
て
慎
重
な
検
討
を
重
ね
た

結
果
、
使
用
料
金
の
引
き
上
げ
を

提
案
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
の
経
済
情
勢
を

考
慮
し
過
度
な
住
民
負
担
を
避
け

る
た
め
に
、
改
定
後
も
一
般
会
計

か
ら
の
繰
出
金
を
見
込
み
、
激
減

緩
和
対
策
と
し
て
引
き
上
げ
を
二

年
間
か
け
て
段
階
的
に
実
施
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

現行 令和５年 令和６年

単身者 2619 円 2684 円 2750 円

単身者以外 2619 円 2959 円 3300 円

業務用（20㎥まで） 2619 円 2959 円 3300 円

（金額は税込）下水道（農業集落排水事業）基本使用料金の引き上げ

▽
電
気
料
金
の

　

大
幅
な
増
額

▽
飼
料
価
格
の

高
騰
に
補
助
金

　
　
　
　

松
井
俊
治
議
員

　
　
　
　

飼
料
価
格
高
騰
に
よ
る

酪
農
経
営
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
に
、
村
も
補
助
金
を
交
付
す

る
が
、
交
付
時
期
は
。

１
０
０
０
万
円

村
長



12月定例会
審議した議案と結果
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12月議会
で ど ん な
ことを？一般質問一般質問

　松井　洋和　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P6
① 20 年後、30 年後の鶴居村は

　秋里　広志　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P7
①村民スポーツ・健康増進施設の管理運営

５
人
の
議
員
が
６
項
目
の
質
問

５
人
の
議
員
が
６
項
目
の
質
問

村
長
村
長
・・
教
育
長
へ聞
き
た
い
こ
と

教
育
長
へ聞
き
た
い
こ
と

一般質問とは、 議員が村の行財政全般にわたって、

執行機関 （村長 ・ 教育長） に疑問点をただし、 所信の

表明を求めるものです。

紙面の都合により、 内容を要約して掲載しています。

　佐藤　吉人　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P8
①診療所に外科医の派遣を
②南小国町で実践事例を聞いて

　吉田　保博　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P9
①酪農畜産業への支援策と今後の後継者対策は

一
般
質
問   

松
井
俊
治

東　

隆
行

松
井
洋
和

佐
藤
吉
人

及
川
満
浩

吉
田
保
博

大
津
泰
則

秋
里
広
志

松
井
広
道

条例の制定・一部改正
農業集落排水処理施設設置及び管理に関する条例の一部改正
経営改善を目的に使用料金の改定を行うための条例改正 全員賛成 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇

地方公務員法の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例の制定
公務員の定年が 65 歳まで引き上げられるため、関係する条例を制定 全員賛成 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇

村職員の降給に関する条例の制定
公務員の定年延長により、60 歳以降の給料が７割になることに関係する条例を制定 全員賛成 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇

令和４年度補正予算
一般会計（第８号）
主に電気料金や燃料費の高騰などによる増額計上 全員賛成 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇

水道特別会計（第２号）
主に電気料金と人件費などによる補正計上 全員賛成 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇

農業集落排水事業特別会計（第１号）
主に前年度繰越金の確定と電気料金などによる増額計上 全員賛成 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇

国民健康保険特別会計（第２号）
主にシステム改修費などによる増額計上 全員賛成 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇

診療所特別会計（第２号）
主に施設修繕費などによる増額計上 全員賛成 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇

指定管理者の指定
地域特産品等販売促進施設「鶴居たんちょうプラザ」
管理者は振興公社 全員賛成 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇

意見書（国に提出）
地方財政の充実・強化を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇
教育環境の推進及びカーボンニュートラル達成に向けた学校施設のZEB
（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）化のさらなる推進を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇

義務教育の機会均等の確保と教育予算の確保・拡充を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇
女性デジタル人材育成を強力に推進するための支援を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇

上程議案 結果

（
注
）
議
長
は
賛
否
を
表
明
し
ま
せ
ん
。

賛成：〇
反対：×

1212
月
定
例
会

月
定
例
会
12
月
14
～
15
日

　松井　俊治　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P10
①村を支える基幹産業を守るために

及川議員は病欠です。

第
４
回
臨
時
会

▽
一
人
１
万
円
の
ク
ー
ポ
ン
券
配
布

　

11
月
28
日
に
臨
時
会
を
開
会
し
ま
し
た
。
村
長
提

出
議
案
は
４
件
、
発
議
案
１
件
で
、
す
べ
て
の
議
案

が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

物
価
・
燃
料
費
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
村
民
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
村
内
商
工
業
者

で
利
用
可
能
な
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
ま
す
。

　

村
民
一
人
あ
た
り
一
万
円
の
ク
ー
ポ
ン
券
。

▽
人
事
院
勧
告
に
よ
り

　

期
末
手
当
な
ど
を
増
額

改定内容
▷村職員　　月給引上げ　平均0.3％

　　　　　　期末手当引上げ  年間4.30月分を

　　　　　　　　　　　　　  年間4.40月分に改定

▷議会議員　期末手当引上げ  年間4.30月分を

　　　　　　　　　　　　　  年間4.40月分に改定

▷特別職　　期末手当引上げ  年間4.30月分を

　(村長・副村長・教育長)　　　　　   年間4.40月分に改定　

　

国
は
令
和
４
年
人
事
院

勧
告
に
よ
り
、
国
家
公
務

員
一
般
職
の
月
給
と
ボ
ー

ナ
ス
の
引
き
上
げ
を
決
め

ま
し
た
。
本
村
も
村
職
員

の
月
給
と
期
末
手
当
を
引

き
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
議
員
の
期

末
手
当
と
、
村
長
・
副
村

長
・
教
育
長
の
期
末
手
当

も
引
き
上
げ
ま
す
。

臨
　
時
　
会
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村長　将来に向けた行政施策を推進

松
井 
鶴
居
村
の
人
口
は
現

在
２
４
８
４
人
で
す

が
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
と
、

30
年
後
の
目
標
人
口
は
２
１
３
６

人
、
村
独
自
の
仮
定
に
よ
る
推
計

で
は
１
４
２
１
人
ま
で
減
少
す
る

可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
年
後
も
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
予
測
す
る
こ
と
が
難
し
い
社
会

情
勢
で
す
が
、
村
長
が
20
年
後
、

30
年
後
の
鶴
居
村
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
日
本
の
人
口
減
少

を
止
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
活
力
あ
る
鶴
居
村
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
基
幹
産
業

の
酪
農
、
そ
し
て
林
業
、
商
工
観

光
業
、
医
療
介
護
な
ど
の
産
業
を

今
ま
で
以
上
に
よ
り
発
展
さ
せ
る

村
長 

国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
が
ま

と
め
た「
日
本
の
地
域
別
将
来
推

計
人
口（
２
０
１
８
年
）」
で
は
、

２
０
４
５
年
の
釧
路
管
内
の
人
口

は
、
令
和
２
年
国
勢
調
査
人
口
と

比
較
す
る
と
34
％
ほ
ど
減
少
し 

、
鶴
居
村
で
は
２
５
５
８
人
か
ら

１
６
５
１
人
へ
減
少
と
な
る
推
計

値
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
推
計
か
ら
、
村
の
「
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
各
種
施
策
を

松
まつ

井
い
洋
ひろ

和
かず

 議員

一
般
質
問   

松
井
洋
和

秋
あき

里
さと

広
ひろ

志
し
 議員

一
般
質
問   

秋
里
広
志

教
育
長 

こ
の
施
設
は
、
10

月
10
日
の
オ
ー

プ
ン
以
来
、
11
月
30
日
現
在
で
、

延
べ
２
４
２
８
人
の
利
用
が
あ

り
、
村
民
に
親
し
ま
れ
る
施
設
と

し
て
ス
タ
ー
ト
で
き
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
以
外
の

イ
ベ
ン
ト
利
用
と
し
て
は
、
交
通

安
全
村
民
大
会
の
利
用
が
あ
り
、

施
設
の
有
効
活
用
と
い
う
点
で
も

利
用
が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

質
問
に
あ
る
「
鶴
居
村
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
＆
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
ト
」

の
利
用
許
可
に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
者
で
は
判
断
が
難
し
い
ケ
ー

ス
で
あ
っ
た
た
め
、
教
育
委
員
会

に
協
議
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
当
初
、
総
合

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
会
場
と

な
っ
た
た
め
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
、
村
内
で
開
催
が
可

能
な
広
さ
を
有
す
る
施
設
が
村
民

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
増
進
施
設
以
外

に
な
い
こ
と
か
ら
利
用
申
請
が
あ

秋
里 

村
民
ス
ポ
ー
ツ
・
健

康
増
進
施
設
「
フ
ァ

ミ
ス
ポ
・
ア
ッ
プ
」
が
、
オ
ー
プ

ン
か
ら
二
か
月
が
経
過
し
ま
し

た
。
新
し
い
施
設
と
あ
っ
て
、
好

評
の
よ
う
で
す
が
、
利
用
状
況
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
こ
の
二
か
月
の
運
営
の

な
か
で
、
配
慮
に
欠
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
村
民
か

ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
12
月
３
日
に
予
定
さ

れ
て
い
た
「
鶴
居
村
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
＆
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
ト
」（
コ

ロ
ナ
に
よ
り
中
止
）
で
の
飲
酒
を

メ
イ
ン
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

に
つ
い
て
、
な
ぜ
利
用
を
承
諾
し

た
の
か
と
い
う
疑
問
の
声
で
す
。

　
「
村
民
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
増
進

教育長　個々のケースに適切に対応

り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
事
情
を
考
慮
し
、
目

的
外
利
用
と
は
な
り
ま
す
が
、
村

民
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
増
進
施
設
条

例
第
９
条
に
定
め
る
承
認
し
な
い

こ
と
と
す
る
基
準
に
該
当
す
る
と

ま
で
は
な
ら
な
い
と
考
え
承
認
し

た
も
の
で
す
。

　

村
民
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
増
進
施

設
は
、
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
で
の

活
用
が
可
能
で
あ
り
、
設
備
も

整
っ
て
い
る
た
め
、
村
民
の
集
い

の
場
と
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
用

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
飲
酒
を
と
も
な
う
イ
ベ

ン
ト
へ
の
利
用
に
つ
い
て
の
指
摘

や
、
施
設
の
有
効
活
用
と
い
っ
た

観
点
も
考
慮
し
な
が
ら
、
個
々
の

ケ
ー
ス
に
応
じ
て
適
切
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

施
策
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
20
年
後
、
30
年
後
の
産
業

に
つ
い
て
の
考
え
も
合
わ
せ
て
伺

い
ま
す
。

30 年後も輝く鶴居村へ

推
進
し
本
村
の
持
つ
潜
在
力
を
引

き
出
し
て
い
く
こ
と
を
想
定
す
る

こ
と
で
、
２
０
６
０
年
の
目
標
人

口
を
２
０
０
０
人
以
上
と
し
ま
し

た
。

　

人
口
は
、
自
治
体
の
基
本
を
示

す
基
準
で
あ
り
、
地
域
活
力
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
。
こ
の
目
標
人

口
に
向
か
っ
て
、
村
民
皆
さ
ん
の

満
足
度
を
高
め
る
村
づ
く
り
や
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
振
興
策
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
人
材
を
育
成

し
新
た
な
地
域
の
価
値
や
魅
力
を

見
い
出
し
、
将
来
を
見
据
え
た
鶴

居
村
の
存
在
感
を
引
き
出
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

次
に
産
業
に
つ
い
て
で
す
が
、

今
後
も
酪
農
は
地
域
の
中
心
と
な

る
産
業
で
あ
り
、
肉
牛
生
産
な
ど

の
多
様
な
飼
育
経
営
や
新
し
い
取

り
組
み
も
加
わ
り
な
が
ら
、
地
域

農
業
の
転
換
も
図
ら
れ
て
い
る
姿

を
想
像
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農

業
や
林
業
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推

進
に
大
き
な
役
割
を
担
う
産
業
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
先

導
し
な
が
ら
、
労
働
力
の
軽
減
や

作
業
効
率
な
ど
が
図
ら
れ
た
環
境

へ
ゆ
る
や
か
に
移
行
さ
れ
、
一
次

産
業
の
充
実
や
新
た
な
価
値
観
を

引
き
出
し
て
い
く
時
代
へ
進
ん
で

い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、商
工
観
光
に
つ
い
て
は
、

見
る
観
光
か
ら
体
験
型
観
光
や
滞

在
型
観
光
へ
舵
を
切
り
な
が
ら
、

少
人
数
で
質
の
高
い
観
光
が
求
め

ら
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

広
域
的
な
視
点
に
立
っ
た
事
業
展

開
な
ど
を
期
待
し
ま
す
。

　

医
療
介
護
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
役
割
が
重
要
な
時
代
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
の
出
生
数
な
ど
も
注
視
し

て
、
村
民
や
地
域
が
輝
き
続
け
る

鶴
居
村
で
あ
る
た
め
に
、
将
来
に

向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
施
策
を

推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。

松
井 

将
来
、
子
ど
も
達
が

鶴
居
村
に
帰
っ
て
来

ら
れ
る
環
境
を
つ
く
ら
な
け
れ

ば
。村

長 

先
を
見
据
え
た
戦
略

を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

施
設
」
と
い
う
立
派
な
冠

か
ん
む

り
の
つ

い
て
い
る
施
設
だ
け
に
、
本
来
の

目
的
に
汗
を
流
し
て
利
用
し
て
い

る
人
々
か
ら
も
、「
こ
の
施
設
で

あ
の
よ
う
な
催
し
は
、
二
度
と
認

め
な
い
で
欲
し
い
」
と
強
い
言
葉

も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
の
管
理
運
営
は
、
指

定
管
理
者
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、

教
育
委
員
会
所
管
の
施
設
な
の

で
、
今
回
の
村
民
か
ら
の
指
摘
に

つ
い
て
、
教
育
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

村民スポーツ・健康
増進施設の管理運営

ファミスポ・アップでのイベント利用はファミスポ・アップでのイベント利用は

秋
里 

飲
酒
を
と
も
な
う
イ

ベ
ン
ト
の
使
用
は
、

強
く
断
っ
て
ほ
し
い
。

教
育
長 

ま
ず
は
総
合
セ

ン
タ
ー
の
利
用

を
検
討
し
て
も
ら
う
。

人口減少は止められないが活力ある鶴居村を。
20年後、30年後の鶴居村は

なぜ飲酒メインのイベントへ使用許可を。



吉
よし

田
だ
保
やす

博
ひろ

 議員

吉
田 

村
の
基
幹
産
業
で
あ

る
酪
農
畜
産
農
家
が

危
機
的
状
況
に
あ
る
こ
と
は
周
知

の
こ
と
で
す
。

　

国
・
道
へ
支
援
の
要
請
活
動
を

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
９
月
18

日
に
は
「
釧
路
・
根
室
の
酪
農
畜

産
を
ま
も
ろ
う
！
」
生
産
者
緊
急

大
決
起
大
会
が
釧
路
市
で
開
か
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
が
い
つ
ま
で
続
く
の

か
、
国
も
対
策
を
検
討
す
る
も
、

先
の
見
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

村
と
し
て
も
支
援
策
を
検
討
し

て
い
る
よ
う
で
す
が
先
の
見
え
る

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
鶴
居
村
の
現
状
を
打
破

に
参
加
し
、
農
林
水
産
省
幹
部
や

道
内
選
出
国
会
議
員
に
対
し
、
地

域
を
支
え
る
酪
農
畜
産
対
策
の
支

援
強
化
を
強
く
要
請
し
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
危
機
的
な
課
題
は
、
国
な

ど
が
強
力
な
指
導
力
を
発
揮
す
る

役
割
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
引

き
続
き
、
地
域
や
生
産
現
場
の
声

を
中
央
に
届
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
輸
入
に
依
存
す
る

日
本
農
業
の
あ
り
方
も
問
わ
れ
る

と
同
時
に
、
意
欲
あ
る
村
内
農
家

が
離
農
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
だ

け
は
、
避
け
て
通
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

村
と
し
て
は
、
今
後
も
釧
路
丹

頂
農
協
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
団

体
や
農
業
者
、
他
自
治
体
と
と
も

に
、
農
業
情
勢
の
把
握
や
農
家
経

営
の
実
情
な
ど
を
注
視
し
な
が
ら

必
要
な
行
動
や
対
策
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夢
を
持
っ
た
農
業
経
営

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
支
え
る
若
い
世
代
が
、
地
域
の

中
心
に
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

一
般
質
問   

吉
田
保
博

佐
藤 
本
年
よ
り
診
療
所
は

つ
る
い
養
生
邑
病
院

に
指
定
管
理
移
行
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
の
診
療
科
目
は
、
ほ
と
ん

ど
が
内
科
と
比
較
的
軽
微
な
羅
患

処
置
だ
と
思
い
ま
す
。

　

村
内
の
高
齢
者
か
ら
お
話
を
聞

く
と
、
酪
農
従
事
者
は
、
搾
乳
作

業
が
長
く
、
腰
へ
の
負
担
が
大
き

い
た
め
腰
痛
に
悩
ま
れ
て
い
る
人

が
た
い
へ
ん
多
い
よ
う
で
、
釧
路

市
内
の
病
院
ま
で
は
１
時
間
強
か

か
る
た
め
通
院
に
も
苦
慮
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、腰
痛
治
療
の
た
め
に
、

外
科
医
な
ど
の
医
師
派
遣
に
つ
い

て
の
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。　

村
長 

外
科
医
の
派
遣
な
ど

の
実
現
性
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
未
知
数
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　

新
た
な
外
科
的
処
置
を
行
う
一

般
的
な
医
療
行
為
は
、
現
在
の
診

療
科
目
の
範
囲
内
で
あ
り
、
医
師

な
ど
の
判
断
に
よ
り
そ
の
対
応
は

可
能
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
行
の
診
療
行
為
の
継
続
が
前

提
で
す
が
、
来
年
度
以
降
の
指
定

管
理
者
が
決
定
し
た
後
に
、
外
科

的
な
処
置
を
は
じ
め
、
地
域
の
医

療
ニ
ー
ズ
な
ど
に
対
応
で
き
る
可

能
性
や
医
療
体
制
の
確
保
な
ど
に

つ
い
て
、
指
定
管
理
者
側
と
必
要

な
協
議
検
討
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

佐
さ
藤
とう

吉
よし

人
ひと

 議員

一
般
質
問   

佐
藤
吉
人

佐
藤 

美
し
い
村
連
合
に
加

盟
す
る
阿
蘇
郡
南
小

国
町
を
行
政
視
察
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
、
隣
接
町
で
あ
る
小

国
町
へ
の
移
動
に
対
し
「
運
転
免

許
不
所
有
者
」
で
「
65
歳
以
上
の

方
」「
障
が
い
者
手
帳
等
」「
介
護

保
険
認
定
者
」
を
対
象
に
、
年
間

50
枚
の
「
南
小
国
タ
ク
シ
ー
利
用

券
」を
交
付
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

自
己
負
担
分
は
１
回
５
０
０
円
と

の
こ
と
で
す
。

　

す
で
に
鶴
居
村
で
も
釧
路
市
と

の
間
で
「
難
病
患
者
等
通
院
費
助

成
」「
人
工
透
析
」
と
各
種
、
移

動
手
段
確
保
の
施
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
車
両
運
送
法
な
ど
の

規
定
も
あ
り
、
タ
ク
シ
ー
利
用
に

関
し
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
村
の
制
度
の
適
用
拡

大
と
、
南
小
国
町
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
村
長
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。

村
長 

南
小
国
町
は
、
隣
接

す
る
小
国
町
市
街
地

ま
で
の
距
離
が
わ
ず
か
５
㎞
ほ
ど

で
あ
り
、
複
数
自
治
体
が
生
活
圏

を
共
に
す
る
地
域
で
あ
る
と
と
も

に
、
小
国
町
の
医
療
機
関
や
商
業

施
設
な
ど
へ
の
依
存
度
が
高
い
も

の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
広
大
な
鶴

居
村
と
比
較
す
る
こ
と
は
難
し
い

で
す
が
、
参
考
と
す
る
べ
き
実
践

事
例
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
高
齢
者
の
自
動
車
運

転
時
に
よ
る
事
故
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
運
転
免
許
の
自
主
返
納
に

向
け
て
の
社
会
的
な
機
運
が
醸
成

さ
れ
つ
つ
あ
る
な
か
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
社
会
か
ら
孤
立
す
る
こ

と
な
く
、
安
全
安
心
な
生
活
を
確

保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

高
齢
者
な
ど
の
移
動
手
段
の
確

保
は
住
民
生
活
を
支
え
る
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
今
後
も
、
地
域
公

共
交
通
会
議
に
よ
る
議
論
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
課
題
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

南
小
国
町
で

実
践
事
例
を
聞
い
て

外科専門医の派遣は
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こ
れ
か
ら
も
足
腰
の
強
い
大
規

模
経
営
が
地
域
農
業
を
支
え
な
が

ら
も
、
家
族
経
営
を
持
続
可
能
な

も
の
に
す
る
多
様
な
支
援
が
、
農

業
の
中
核
を
担
う
世
代
を
支
え
、

地
域
の
発
展
を
促
す
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
日
の
国
際
情
勢
や
気
候
変
動

な
ど
に
晒さ

ら

さ
れ
な
が
ら
、
農
業
の

転
換
期
を
迎
え
た
環
境
下
に
あ
っ

て
、
農
業
を
支
え
る
現
役
世
代
や

新
た
な
担
い
手
が
意
欲
を
持
ち
続

け
、
ゆ
と
り
と
魅
力
あ
る
農
業
の

実
現
に
向
か
っ
て
い
け
る
環
境
づ

く
り
は
重
要
な
課
題
で
す
。

　

今
後
、
農
業
の
多
様
な
時
代
に

向
け
て
、
議
会
を
は
じ
め
農
協
や

農
家
な
ど
と
の
議
論
の
も
と
で
、

地
域
や
鶴
居
農
業
の
あ
る
べ
き
姿

を
考
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

吉
田 

現
状
の
課
題
を
打
破

し
、
次
代
を
担
う
若

い
世
代
に
つ
な
が
る
体
制
を
。

村
長 

人
材
の
確
保
が
重
要

で
あ
り
、
色
々
な
議

論
を
重
ね
た
い
。

村長　多様な支援が中核を担う世代を支え
　　　地域の発展に繋がると考える

村
長 

農
業
情
勢
の
急
激
な

悪
化
は
、
予
断
を
許

さ
ぬ
状
況
に
あ
り
、
各
農
家
の
努

力
を
超
え
る
厳
し
い
局
面
を
迎
え

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
酪
農
畜
産
に
対

す
る
先
の
見
え
る
対
応
」
の
考
え

方
に
つ
い
て
は
、
村
と
し
て
も
一

刻
も
早
い
安
定
し
た
酪
農
経
営
の

回
復
に
向
け
た
対
策
が
急
務
で
あ

る
と
考
え
ま
す
が
、
今
の
状
況
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
に

よ
っ
て
、
国
際
社
会
や
国
内
経
済

も
揺
る
が
す
事
態
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

私
も
、
道
内
の
関
係
町
村
長
で

構
成
す
る
北
海
道
酪
農
振
興
町
村

長
会
議
の
一
員
と
し
て
要
請
活
動

し
新
た
な
村
を
つ
く
る
の
は
若
い

世
代
と
思
う
の
で
、
後
継
者
や
新

規
就
農
者
が
夢
を
持
っ
て
経
営
で

き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
へ
の
新
た
な
る
施
策

も
検
討
す
る
時
期
と
思
い
ま
す
が

村
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

村長　未知数。指定管理者と今後協議検討

外科の専門医を派遣することは。
診療所の診療科目は

酪農畜産業への支援策と
今後の後継者対策は
次代を担う若い世代につながる体制を。
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村長　必要な行動や対策を検討

松
井 
こ
こ
数
年
、
農
業
経

営
は
順
調
に
推
移
し
、

ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
な
ど
で
規
模
拡

大
し
生
乳
生
産
も
増
産
傾
向
に
あ

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
生
乳
の
生
産
抑
制
に

始
ま
り
、
飼
料
、
肥
料
、
生
産
資

材
の
高
騰
で
、
先
が
見
え
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
・

畜
産
を
今
後
、
ど
う
守
り
ど
う
発

展
さ
せ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
村

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

抱
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
受
け
て
、
国
や
北

海
道
は
飼
料
価
格
高
騰
な
ど
に
対

す
る
各
種
緊
急
対
策
の
準
備
を
進

め
て
お
り
、
年
内
か
ら
順
次
各
種

支
援
金
の
交
付
が
開
始
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

釧
路
丹
頂
農
協
か
ら
は
、
本
村

を
含
む
関
係
自
治
体
に
対
し
て
、

酪
農
畜
産
経
営
に
関
わ
る
安
定
対

策
や
肥
料
価
格
高
騰
対
策
へ
の
支

援
を
求
め
る「
農
業
生
産
資
材
高

騰
へ
の
対
策
に
関
す
る
要
望
」
を

受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
要
請
を
受

け
本
定
例
議
会
に
、
国
の「
国
産

粗
飼
料
利
用
拡
大
緊
急
酪
農
対
策

交
付
金
」
へ
の
一
部
上
乗
せ
支
援

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
経
営
危
機
と
も
い
う

べ
き
事
態
に
対
応
す
る
こ
れ
ら
の

支
援
は
、
あ
く
ま
で
緊
急
避
難
的

な
対
策
で
あ
り
、
抜
本
的
な
解
決

で
は
な
い
と
理
解
を
し
て
い
ま

す
。

　

今
日
の
酪
農
・
畜
産
が
お
か
れ

て
い
る
状
況
は
、
食
糧
危
機
に
も

つ
な
が
る
世
界
的
な
問
題
提
起
で

も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
や
地

変
化
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
と
も

な
う
飼
料
の
価
格
高
騰
な
ど
に

よ
っ
て
、
経
営
環
境
が
一
変
す
る

極
め
て
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

村
と
し
て
も
、
地
域
を
支
え
る

基
幹
産
業
の
酪
農
畜
産
が
未
曽
有

の
経
済
環
境
に
陥
っ
て
い
る
こ
と

は
、
今
後
の
生
産
基
盤
の
維
持
や

存
続
に
大
き
な
不
安
と
危
機
感
を飼料高騰や生産抑制で経営が大変

松
まつ

井
い

俊
しゅん

治
じ
 議員

一
般
質
問   

松
井
俊
治

域
の
存
続
も
揺
る
が
す
事
態
と
捉

え
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
食
料
や
地
域
経
済
を
支

え
る
農
業
の
未
来
を
、
一
自
治
体

や
地
域
だ
け
の
対
策
で
は
限
界
が

あ
り
、
農
業
団
体
を
は
じ
め
管
内

や
全
道
、
全
国
の
自
治
体
が
連
携

し
、
国
や
関
係
機
関
な
ど
に
対
し

て
、
抜
本
的
な
農
業
政
策
や
生
産

基
盤
の
安
定
化
に
向
け
た
方
向
性

の
確
立
、
支
援
な
ど
を
求
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

村
と
し
て
は
、
釧
路
丹
頂
農
協

を
は
じ
め
と
す
る
農
業
団
体
や
農

業
者
、他
自
治
体
な
ど
と
と
も
に
、

農
業
情
勢
の
把
握
や
分
析
、
農
家

経
営
の
実
情
な
ど
を
注
視
し
な
が

ら
、
必
要
な
行
動
や
対
策
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

松
井 

資
金
返
済
な
ど
数
年

後
の
対
策
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長 

具
体
的
な
対
策
は
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
い

が
、
各
関
係
機
と
連
携
協
力
し
て

対
応
し
た
い
。

村
長 

こ
れ
ま
で
生
乳
生
産

の
増
産
や
好
調
な
個

体
販
売
な
ど
か
ら
推
移
し
て
き
た

酪
農
畜
産
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
社
会
環
境
の

議
員
選
挙
の
お
知
ら
せ

４月に村議会議員選挙があります。

4月18日（火）告示

4月23日（日）投票

むらづくりに意欲がある若者や女性

などの立候補を期待しています。

◎新たに供託金 15 万円が必要になります。
　供託金とは、売名や泡沫候補（注 1）の乱立を阻止するための制度で、金額は選挙によっ
て異なり、町村議会選挙では 15 万円となります。法定得票数に達しない得票率の場合は
全額没収され、逆に落選しても一定の得票を得ると全額返還されます。
　有効投票総数により前後しますが、鶴居村の場合は 20 票程度が必要になります。

◎さらに、選挙カーのレンタル代と
　　　　　　選挙ポスター代が公費負担となります。
　今まで自己負担だった、告示日から選挙期日の前日までの選挙カーのレンタル代金と、
村内のポスター掲示場枚数分 ( 約 37 枚）の選挙ポスター作成代が今回から公費負担され
ます。また、今まで認められていなかった選挙運動用ビラが解禁されます。

議員報酬 月額報酬
議　員 193,000 円
委員長 219,000 円
副議長 246,000 円
議　長 307,000 円

期末手当 4.4 か月分

選挙年 議員定数 選挙結果
1999 12 選挙（立候補者 13人）
2003 12 無投票
2007 10 無投票
2011 10 選挙（立候補者 11人）
2015 9 選挙（立候補者 11人）
2019 9 選挙（立候補者 12人）

３月定例会（約５日間）
６月定例会（約２日間）
９月定例会（約４日間）
12月定例会（約２日間）
臨時会（年５回程度）
管内の各事務組合議会（年３回程度）
全員協議会（月１回程度）
議会運営委員会（各議会ごと）
総務常任委員会（必要に応じて）
産業常任委員会（必要に応じて）
広報広聴常任委員会（必要に応じて）
広報研修会（３日間）
行政視察（３～５日間程度）
全道議員研修（３日間）
管内議員研修（１～２日間）
村内主要施設視察（年１回）
各種行事への参加（年15回程度）
※議長はさらに多くの活動をしています。

主な議員活動

立候補の条件

村議会議員
日本国民で満 25歳以上

鶴居村議会議員の選挙権を持っていること
村長 日本国民で満 25歳以上

道議会議員 日本国民で満 25歳以上

北海道知事
日本国民で満 30歳以上

北海道議会議員の選挙権を持っていること
衆議院議員 日本国民で満 25歳以上
参議院議員 日本国民で満 30歳以上

注 1　当選する見込が極めて薄い選挙立候補者のこと。

経営環境が厳しい酪農畜産業に未来を。
村を支える基幹産業を守るために
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視 

察 

研 

修

視 

察 

研 

修

　

10
月
18
日
に
鶴
居
村
も
加
盟
し

て
い
る
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村

連
合
」
の
設
立
自
治
体
の
一
つ
で

あ
る
熊
本
県
南
小
国
町
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

目
的
は
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
で
す
。

　

同
町
の
人
口
は
約
４
０
０
０
人

で
、
阿
蘇
外
輪
山
の
一
角
に
位
置

し
て
お
り
、
林
業
や
農
業
も
盛
ん

な
の
で
す
が
、
南
小
国
町
と
い
う

と
黒
川
温
泉
が
有
名
で
す
。
令
和

元
年
の
資
料
に
よ
る
と
年
間
約

１
５
０
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る

全
国
屈
指
の
温
泉
地
で
す
。

　

ま
ち
の
情
報
発
信
に
大
い
に
貢

献
し
て
い
る
の
が
、
南
小
国
総
合

物
産
セ
ン
タ
―
内
に
あ
る
「
Ｓ
Ｍ

Ｏ
南
小
国
」
で
す
。

　

こ
の
会
社
は
第
３
セ
ク
タ
―
方

式
で
、
東
京
で
地
域
お
こ
し
プ
ラ

ン
ナ
―
会
社
に
勤
め
て
い
た
若
い

夫
婦
が
移
住
さ
れ
、
多
様
性
（
趣

味
や
、
職
業
求
人
や
新
規
事
業
展

開
な
ど
）
の
あ
る
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
を

駆
使
し
て
情
報
発
信
を
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
福
祉
や
子
育
て
支
援
も

大
変
充
実
し
て
お
り
、
県
外
か
ら

移
住
し
て
く
る
若
い
夫
婦
も
大
変

多
い
と
の
こ
と
で
す
し
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
の
金
額
や
返
礼
品
の
品

で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
高
齢
者
や
子
ど
も
、

孫
た
ち
の
出
番
を
畑
に
求
め
た
こ

と
で
、
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
は
ビ
ジ

ネ
ス
に
と
ど
ま
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
受
け
皿
と
も
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
芋
焼
酎
や

土
着
菌
、
と
う
が
ら
し
の
製
造
販

売
な
ど
を
手
が
け
、
10
年
後
に
は

全
世
帯
に
ボ
ー
ナ
ス
一
万
円
を
出

せ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は
85
歳

以
上
の
高
齢
者
に
毎
年
一
万
円
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
延
長
線
上
で

地
域
再
生
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
目
的

と
し
た
「
故
郷
創
世
塾
」
を
創
設

し
、
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
で
は
、
全
国
か
ら
行
政
の
首
長

を
は
じ
め
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち

が
参
加
し
、
卒
業
生
は
１
０
０
０

人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
は
「
ふ
る
さ
と

づ
く
り
大
賞
内
閣
総
理
大
臣
賞
」

を
受
賞
し
て
お
り
、
今
回
の
視
察

で
は
豊
重
哲
郎
さ
ん
か
ら
「
創
世

塾
に
は
鶴
居
村
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち

に
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
お

誘
い
を
受
け
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
に
鹿
児
島
県
鹿
屋
市

串
良
町
柳
谷
集
落
の
通
称
「
や
ね

だ
ん
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
「
や
ね
だ
ん
」
は
人
口
３
０
０

人
ほ
ど
の
過
疎
化
が
深
刻
な
中
山

間
地
域
の
集
落
で
し
た
が
、
豊
重

哲
郎
さ
ん
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
り
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
に
豊
重
さ
ん
は
輪
番

制
で
あ
っ
た
同
集
落
の
「
自
治
公

民
館
長
」
に
就
任
し
ま
し
た
。
そ

の
当
時
の
「
や
ね
だ
ん
」
は
、
高

齢
化
が
進
ん
で
耕
作
放
棄
地
や
空

家
が
増
え
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

地
域
活
動
や
婦
人
部
、
青
年
部
も

な
く
住
民
の
８
割
は
地
域
活
動
に

無
関
心
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
館
長
と
し
て
提
案
し

た
の
が
、
行
政
に
頼
ら
な
い
、
自

主
財
源
で
運
営
す
る
地
域
お
こ
し

で
す
。
補
助
金
頼
み
で
は
集
落
も

人
も
育
ち
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
の

問
題
を
自
分
た
ち
で
解
決
す
る
の

が
住
民
自
治
で
す
。
こ
の
た
め
、

自
主
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
休
耕
地
を
借
り
て「
住
民
総
出
」

全住民の顔写真が貼ってある公民館で研修

大変人気のある「黒川温泉」の風景

数
も
た
い
へ
ん
豊
富
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
交
換
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、鶴
居
村
に
も
昨
年「
㈱

む
ら
づ
く
り
鶴
居
」
が
設
立
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
見
習
う
べ
き
は

見
習
い
、
ま
た
村
独
自
の
取
り
組

み
を
幅
広
く
拡
大
さ
せ
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

行政に頼らず
住民自治で地域を再生

　
　
　

や
ね
だ
ん
公
民
館
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
重　

哲
郎

　

企
画
力
、
演
出
力
、
財
務
力
を

持
ち
、
オ
ー
ラ
の
光
り
輝
く
人
間

力
は
鬼
に
金
棒
。
地
域
で
奇
跡
を

起
こ
す
に
は
、
民
間
で
も
役
所
で

も
強
烈
な
人
材
が
必
要
で
す
。

　

特
に
地
方
自
治
体
で
大
事
な
の

は
、
若
者
た
ち
の
芽
を
「
つ
ぶ
さ

な
い
こ
と
」
若
い
世
代
の
力
を
存

分
に
発
揮
で
き
る
環
境
を
つ
く
り

続
け
る
こ
と
で
す
。
忘
れ
て
な
ら

な
い
の
は
、
組
織
で
運
営
す
る
こ

と
。

　

リ
ー
ダ
ー
は
利
己
的
よ
り
「
他

利
的
」
に
。

　

自
分
の
利
益
よ
り
他
人
を
優

先
。「
民
あ
り
て
己
あ
り
」
の
精

神
で
前
人
未
到
の
歴
史
を
情
熱
で

楽
し
く
続
け
る
こ
と
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
の
前
に
人
間
力

や
ね
だ
ん

日本で最も美しい村連合の設立自治体で
日本屈指の温泉地「黒川温泉」のまち

南
小
国
町

やねだん創世塾十か条

ブランド杉「小国杉」を使った役場庁舎内の議場兼会議室
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　株式会社 Knot 代表取締役の植竹大海（うえたけ ひろみ）と申します。私は鶴居村茂雪裡地区で、
廃校となった旧茂雪裡小学校の体育館を改修しクラフトビール製造会社を経営しています。鶴居村へは
2021 年 8 月に富良野から移住してまいりました。
　私は埼玉県の出身なのですが、毎年数回は北海道に旅行へ訪れていたほど北海道が大好きなこともあ
り、縁あって 2018 年から富良野でビールの仕事に携わっていました。また 2019 年からはカナダへ家
族とともに移住し、念願であった海外でビール醸造の仕事をしていました。ところが、未曾有の新型コ
ロナウィルスのパンデミックによってカナダでの仕事が継続することができなくなり、2020 年に再び
北海道へと帰ってくることになりました。念願だった海外での生活が想定外の事態が起こり短期間で終
わってしまったことを悔しく思いながらも、カナダから日本へ帰る飛行機の中で「日本に戻る以上は、
日本でしか出来ないことをやろう。自分自身のビール会社を立ち上げよう。」と考え、帰国後すぐに設
立のために動き始めました。
　工場設立の場所に選んだのはひがし北海道。北海道内を含む日本全国で、続々とクラフトビールを作
る工場が出来ているにも関わらず、ひがし北海道地域には数件のビール工場が存在するのみで、まだま
だクラフトビールを楽しむ文化が浸透していないと感じたからです。競合となるライバル会社が少ない
ということもひがし北海道を創立の場所として決めた一つの理由ではありましたが、むしろ、まだクラ
フトビールに馴染みのない方々にクラフトビールの美味しさや魅力を知ってもらいたいという気持の方
が強く、また豊かな自然環境が身近にある土地で事業を営みたいという自身のライフスタイルに起因す
るところもありました。
　当初、釧路市を中心に工場となる物件探しをしていたのですが、3 ヶ月経っても、4 ヶ月経っても希
望に合致するような物件には出会えませんでした。およそ半年間ほど富良野から釧路へ毎週のように足
繁く通い物件探しをしていたのですが、いよいよ候補となる物件もなくなり、途方にくれ、そろそろ十
勝やオホーツク方面でも物件探しを始めようかと思った矢先に出会えたのが旧茂雪裡小学校でした。

クラフトビール製造会社クラフトビール製造会社
を旧茂雪裡小学校でを旧茂雪裡小学校で

代表取締役代表取締役

　天井が高く、建物の中に柱がないという条件に、旧茂雪裡小学校の体
育館はまさにうってつけで、次世代の醸造家を育てるという私達のもう
一つの大きな事業目標にも合致し、ひと目で惚れ込みました。鶴居村議
の皆様、役場の皆様、そして村民の皆様のご理解と多大なるご協力をい
ただき、体育館をお借りできることが決まってからは、ひたすら資金調
達に奔走いたしました。そして 2022 年 8 月、ついに工場が完成し、同
年 9 月より樽製品の出荷を、そして 12 月からは缶製品の出荷を開始す
ることができました。ひとえに皆様のご支援の賜物と、改めて御礼申し
上げます。
　そんな私達のビール工場ですが、現在は 5 種類のビールを定番商品
として製造しています。FLOWER、BIRD、WIND、MOON、そしてひ
がし北海道地域のみで販売している DOTO の 5 種類です。それぞれ味
わいが異なり、季節や一緒に召し上がるお料理に合わせてお選びいただ
けるとより楽しんでいただけると思います。
　またビール工場には出来たてのビールを販売している直売所を併設し
ています。ガラス越しにビール工場を見学することができ、どのように
ビールが作られるのかを解説したパネルなども設置されています。1 月

からは土日祝日だけでなく、平日も毎日オープンしてい
ますので、ぜひ工場まで足をお運びいただければ幸いで
す。
　地域の方にはクラフトビールの魅力を、そして地域外
の方には鶴居村の魅力を発信できるよう今年も日々ビー
ルを醸してゆきたいと考えています。どうぞよろしくお
願いいたします。

旧茂雪裡小学校が旧茂雪裡小学校が
　　　　クラフトビール工場に　　　　クラフトビール工場に

５種類のクラフトビール５種類のクラフトビール

ビール工場内の直売所ビール工場内の直売所


